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為
に
関
す
る
工
事
の
完
了　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
建　

築　

課
）
三
〇

○
熊
本
県
職
員
の
給
与
等
の
公
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人　

事　

課
）
三
〇

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
村
計
画
課
）
三
四

○
市
街
地
再
開
発
事
業
に
係
る
事
業
計
画
の
変
更
認
可　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
建　

築　

課
）
三
五

○
大
規
模
小
売
店
舗
土
地
法
に
基
づ
く
届
出
に
対
す
る
市
町
村
意
見　
　
　
　
　

（
商
工
政
策
課
）
三
五

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
五

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
五

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
六

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
六

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
六

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
六

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
村
計
画
課
）
三
七

○
土
地
改
良
事
業
施
行
の
適
否
決
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
七

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
七

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
七

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
八

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
八

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
三
八

　
　

登　

載　

依　

頼

○
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
）
三
九

○
公
益
法
人
等
へ
の
有
明
海
自
動
車
航
送
船
組
合
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
有
明
海
自
動
車
航
送
船
組
合
）
四
〇

○
公
益
法
人
等
へ
の
有
明
海
自
動
車
航
送
船
組
合
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

）
四
二

○
有
明
海
自
動
車
航
送
船
組
合
会
計
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

）
四
二

○
熊
本
県
人
事
委
員
会
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人
事
委
員
会
）
四
四

○
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
審
査
の
請
求
に
関
す

　

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
四
四
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○
熊
本
県
人
事
委
員
会
の
権
限
の
一
部
を
事
務
局
長
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人
事
委
員
会
）
四
五

○
熊
本
県
教
育
庁
の
組
織
及
び
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
）
四
五

○
熊
本
県
職
員
等
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人
事
委
員
会
）
四
五

○
熊
本
県
職
員
等
の
給
料
月
額
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
四
六

○
熊
本
県
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　

（　
　

〃　
　

）
四
六

○
熊
本
県
職
員
の
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
四
六

○
熊
本
県
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　

（　
　

〃　
　

）
四
七

○
熊
本
県
へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
四
七

○
熊
本
県
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
四
七

○
熊
本
県
職
員
の
特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　

（　
　

〃　
　

）
四
八

○
熊
本
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
四
八

○
熊
本
県
人
事
委
員
会
規
則
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
則　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
四
九

○
熊
本
県
人
事
委
員
会
訓
令
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
訓
令　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
四
九

○
熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
五
〇

○
熊
本
県
人
事
委
員
会
告
示
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
程　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
五
〇

○
熊
本
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
程　

（
選
挙
管
理
委
員
会
）
五
一

○
熊
本
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
定　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　

〃　
　
　

）
五
二

○
熊
本
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
専
決
処
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　

〃　
　
　

）
六
四

○
熊
本
県
監
査
委
員
が
管
理
す
る
行
政
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
監
査
委
員
）
六
四

○
熊
本
県
監
査
委
員
告
示
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
程　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
六
六

○
熊
本
県
営
熊
本
城
プ
ー
ル
使
用
規
則
を
廃
止
す
る
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
）
六
七

○
熊
本
県
教
育
委
員
会
規
則
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
則　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
六
七

○
熊
本
県
教
育
委
員
会
訓
令
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
訓
令　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
六
八

○
熊
本
県
教
育
委
員
会
告
示
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
程　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
六
九

○
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
七
〇

○
熊
本
県
生
涯
学
習
事
務
所
処
務
規
程　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
七
〇

　
　

正　
　

誤

○
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
熊
本
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
三
号
（
熊
本
県
へ
き
地
手
当
等

　

に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
）
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人
事
委
員
会
）
七
二

○
平
成
十
四
年
三
月
十
五
日
熊
本
県
告
示
第
百
九
十
二
号
（
熊
本
県
公
共
工
事
請
負
契
約
約
款
の
一

　

部
を
改
正
す
る
約
款
）
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
監　

理　

課
）
七
二

○
平
成
十
四
年
三
月
十
五
日
熊
本
県
告
示
第
百
九
十
三
号
（
熊
本
県
公
共
工
事
関
係
業
務
委
託
契
約

　

約
款
の
一
部
を
改
正
す
る
約
款
）
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
七
二

○
平
成
十
四
年
三
月
十
五
日
熊
本
県
告
示
第
百
九
十
四
号
（
熊
本
県
公
共
建
築
設
計
業
務
委
託
契
約

　

約
款
の
一
部
を
改
正
す
る
約
款
）
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）
七
三

熊
本
県
訓
令
第
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庁
各
部
課
（
総
室
・
室
）　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各

地

方

出

先

機

関　
　
　

　

熊
本
県
労
働
金
庫
検
査
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　
　
　

熊
本
県
労
働
金
庫
検
査
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

　

熊
本
県
労
働
金
庫
検
査
規
程
（
昭
和
三
十
年
訓
令
第
八
百
十
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
及
び
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
歳
入
の
徴
収
事
務
を
次
の
よ
う
に
委
託

し
た
。

平成14年 3月29日　金曜 熊 本 県 公 報 第 1  0  8  1  8号3

訓　
　
　
　

令

告　
　
　
　

示



　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

委
託
し
た
徴
収
事
務

　
　

平
成
十
三
年
度
の
熊
本
県
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
事
務

二　

受
託
者
の
名
称
及
び
住
所

　

１　

名
称　

財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団

　

２　

住
所　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
丁
目
五
番
六
号

三　

委
託
年
月
日

　
　

平
成
十
四
年
三
月
十
四
日

熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

　

熊
本
県
指
定
金
融
機
関
事
務
取
扱
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
要
領
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　
　

熊
本
県
指
定
金
融
機
関
事
務
取
扱
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
要
領

　

熊
本
県
指
定
金
融
機
関
事
務
取
扱
要
領
（
昭
和
六
十
年
熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号
の
十
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
六
条
第
三
項
中
「
収
納
金
合
計
票
」
を
「
収
納
金
合
計
票
（
別
記
第
五
号
様
式
）
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
翌
月
五
日
ま
で
」
を
「
翌
月
五
営
業
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
翌
月
五
日
ま
で
」
を
「
翌
月
五
営
業
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
翌
日
ま
で
」
を
「
翌
営
業
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
三
条
中
「
翌
月
五
日
ま
で
」
を
「
翌
月
五
営
業
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
四
条
中
「
翌
日
ま
で
」
を
「
翌
営
業
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
五
条
中
「
翌
月
五
日
ま
で
」
を
「
翌
月
五
営
業
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

別
記
第
四
号
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　　

別
記
第
五
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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備
考
　
こ
の
様
式
に
よ
ら
な
い
場
合
は
、
別
途
知
事
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。



　
　
　

附　

則

　

こ
の
要
領
は
、
告
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号

　

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
に
基
づ
く
土
地
の
譲
渡
予
定
価
額
の
申
出
に
係
る
事
務
処
理
要
綱
の
一
部
を

改
正
す
る
要
綱
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　
　
　

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
に
基
づ
く
土
地
の
譲
渡
予
定
価
額
の
申
出
に
係
る
事
務
処
理
要
綱
の
一

　
　
　

部
を
改
正
す
る
要
綱

　

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
に
基
づ
く
土
地
の
譲
渡
予
定
価
額
の
申
出
に
係
る
事
務
処
理
要
綱
（
昭
和
六

十
一
年
十
二
月
二
十
日
熊
本
県
告
示
第
九
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
一
条
中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　

」
に
、
「　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「　
　

　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
一
項
中
「　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

　

第
六
条
中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
「　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　

」
に
改
め
、
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　

」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削

る
。

　

第
一
号
様
式
中
「　
　
　
　
　
　
　

」
を
削
り
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　

」
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
「殿

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

を
「様

」
に
、
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

第
２
号
様
式
か
ら
第
５
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
1
9
条
第
1
1
項
第
４
号
及
び
第
3
8
条
の
４
第
1
3
項
第
４
号

第
1
8
条
の

５
第
1
1
項
第
４
号
又
は
第
3
8
条
の
５
第
９
項
第
４
号

　
（
申
出
書
に
添
付
す
べ
き
図
書
）

第
３
条
　
申
出
書
の
正
本
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
） 
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の
地
形
図

（
２
） 
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
千
分
の
１
以
上
の
図
面

（
３
） 
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

（
４
） 
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
の
書
類

　
　
　
ア
開
発
行
為
の
許
可
書
の
写
し

　
　
　
イ
優
良
宅
地
の
認
定
書
の
写
し

　
　
　
ウ
優
良
住
宅
の
認
定
書
の
写
し
（
優
良
住
宅
の
認
定
申
請
を
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
申
請
書
の

　
　
　
　
写
し
）

　
　
　
エ
良
質
住
宅
の
認
定
書
の
写
し
（
良
質
住
宅
の
認
定
申
請
を
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
申
請
書
の

　
　
　
写
し
）

（
５
） 
公
募
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
６
） 
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
も
の

申
出
受
理
簿
（
第
２
号
様
式
）

受
付
簿

こ
の
場
合
に
お
い
て
申

請
書
等
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
は
、
申
出
者
に
補
正
さ
せ
た
う
え
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

申
出
書

等
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
補
正
の
う
え
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

国
土
利
用
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
4
9
年
政
令
第
3
8
7
号
）
第
７
条
に
規
定
す
る
土

第
３

号
様
式

第
２
号
様
式

第
４
号
様
式

第
３
号
様
式

国
土
利
用
計
画
法
価
格
審
査
事
務
処
理
要
領
（
昭
和
5
4
年
1
月
1
6
日
付
5
4
国
土
地

第
6
号
）

地
に
関
す
る
権
利
の
相
当
な
価
額
の
算
定
の
方
法

第
５
号
様
式

第
４
号
様
式

（
譲
渡
予
定
価
額
説
明
書
を
除

く
。
）

第
６
号
様
式

第
５
号
様
式

（
第
２
条
関
係
）

優
良
住
宅
の
認
定
の
申
請
を
し
た
日

年
　
月
　
日

年
　
月
　
日

優
良
住
宅
の
認
定
の
申
請
を
し
た
日

年
　
月
　
日

良
質
住
宅
の
認
定
の
申
請
を
し
た
日

第
1
9
条
第
1
1
項
第
４
号
及
び
第
3
8
条
の
４
第
1
3

第
1
8
条
の
５
第
1
1
項

第
４
号
及
び
第
3
8
条
の
５
第
９
項
第
４
号
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第
６
号
様
式
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
要
綱
は
、
告
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
六
号

　

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
に
基
づ
く
特
定
住
宅
用
地
の
譲
渡
の
認
定
に
係
る
事
務
処
理
要
綱
の
一
部
を

改
正
す
る
要
綱
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　
　
　

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
に
基
づ
く
特
定
住
宅
用
地
の
譲
渡
の
認
定
に
係
る
事
務
処
理
要
綱
の
一

　
　
　

部
を
改
正
す
る
要
綱

　

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
に
基
づ
く
特
定
住
宅
用
地
の
譲
渡
の
認
定
に
係
る
事
務
処
理
要
綱
（
昭
和
六

十
一
年
十
二
月
二
十
日
熊
本
県
告
示
第
九
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
一
条
中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
削
り
、
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　

」
に
、
「　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「　
　

　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
中
「　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　

」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
項
中
「　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
「　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

　

第
七
条
を
削
る
。

　

第
一
号
様
式
か
ら
第
三
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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以
下
「
租
特
令
」
と
い
う
。

第
1
9
条
第
1
0
項
及
び
第
3
8
条
の
４
第

1
2
項

第
1
8
条
の
５
第
1
0
項
又
は
第
3
8
条
の
５
第
８
項

　
（
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
）

第
３
条
　
申
請
書
の
正
本
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
） 
土
地
の
売
買
契
約
書
の
写
し

（
２
） 
住
宅
の
処
分
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
書
面

（
３
） 
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の
地
形
図

（
４
） 
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
千
分
の
１
以
上
の
図
面

（
５
） 
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

（
６
） 
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
4
9
年
法
律
第
9
2
号
）
に
基
づ
く
不
勧
告
通
知
書
又
は
国
土
利
用
計

　
　
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
4
9
年
総
理
府
令
第
7
2
号
）
に
基
づ
く
確
認
書
の
写
し

（
７
） 
都
市
計
画
法
（
昭
和
4
3
年
法
律
第
1
0
0
号
）
第
3
6
条
に
基
づ
く
工
事
完
了
の
検
査
済
証
の

　
　
写
し
又
は
優
良
宅
地
の
認
定
書
の
写
し

（
８
） 
公
募
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
９
） 
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
も
の

認
定
受
理
簿
（
第
２
号
様
式
）

受
付
簿

こ
の
場
合
に
お
い
て
申

請
書
等
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
は
、
申
請
者
に
補
正
さ
せ
た
う
え
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

申
請
書

等
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
補
正
の
う
え
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

第
３

号
様
式

第
２
号
様
式

第
４
号
様
式

第
３
号
様
式

奥
書
証
明
し
た
も
の

そ
の
旨
を
証
明
し
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第
四
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
要
綱
は
、
告
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号

　

平
成
十
二
年
三
月
二
十
二
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
十
五
号
で
告
示
し
た
清
和
村
道
米
生
栃
原
線
の
工
事

開
始
区
間
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
の
で
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
三

月
三
十
一
日
政
令
第
百
七
十
五
号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

工
事
開
始
区
間
の
欄
中
「
上
益
城
郡
清
和
村
大
字
大
平
字
木
部
野
一
九
七
〇
番
地
先
か
ら
」
を
「
上
益

城
郡
清
和
村
大
字
米
生
字
松
葉
四
八
四
番
地
先
か
ら
」
に
、
延
長
の
欄
中
「
二
、
〇
二
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
」

を
「
一
、
七
六
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
八
号

　

平
成
十
二
年
十
月
三
十
日
熊
本
県
告
示
第
八
百
七
十
七
号
（
特
定
鳥
獣
の
捕
獲
の
禁
止
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

捕
獲
を
禁
止
す
る
区
域
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

熊
本
県
の
区
域
（
た
だ
し
、
人
吉
市
、
下
益
城
郡
中
央
町
、
砥
用
町
、
阿
蘇
郡
蘇
陽
町
、
高
森
町
、

　

上
益
城
郡
矢
部
町
、
清
和
村
、
八
代
郡
坂
本
村
、
東
陽
村
、
泉
村
、
球
磨
郡
錦
町
、
上
村
、
岡
原
村
、

　

多
良
木
町
、
湯
前
町
、
水
上
村
、
須
恵
村
、
深
田
村
、
相
良
村
、
五
木
村
、
山
江
村
及
び
球
磨
村
を
除

　

く
。
）

　

捕
獲
を
禁
止
す
る
期
間
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号

　

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
一
条
ノ
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
第
二
期
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
を
樹
立
し
た
。
同
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
環
境
生
活

部
自
然
保
護
課
及
び
各
地
域
振
興
局
林
務
課
（
球
磨
地
域
振
興
局
に
あ
っ
て
は
森
林
保
全
課
）
に
お
い
て
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一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
号

　

昭
和
三
十
四
年
八
月
二
十
七
日
熊
本
県
告
示
第
四
百
三
十
九
号
（
熊
本
県
職
員
等
恩
給
条
例
の
規
定
に

基
く
肺
結
核
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
疾
病
の
査
定
基
準
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
甲
字
鶴
七
六
七
〇

（一）

　
　
　

指
定
の
目
的　

落
石
の
危
険
の
防
止

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（2）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（3）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
万
江
丙
字
西
大
川
内
二
一
四
の
九
、
二
一
四

（一）

　
　

の
一
三
、
二
一
四
の
一
四
、
二
一
四
の
二
六

　
　
　

指
定
の
目
的　

落
石
の
危
険
の
防
止

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（2）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（3）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
丙
字
平
原
七
〇
九

（一）

　
　
　

指
定
の
目
的　

落
石
の
危
険
の
防
止

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（2）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（3）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
球
磨
郡
球
磨
村
大
字
一
勝
地
甲
字
俣
口
一
八
四
〇
の
二
四

（一）

　
　
　

指
定
の
目
的　

落
石
の
危
険
の
防
止

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（2）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（3）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
並
び

に
関
係
町
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
本
渡
市
枦
宇
土
町
字
要
ノ
迫
一
一
三
四
、
一
一
三
五
、
字
柿
ノ
平
一

　

〇
九
六
、
一
〇
九
七
、
一
一
一
〇
の
一
、
一
一
一
〇
の
二

二　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
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１　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

２　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

　
　
　

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

３　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊
本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び

に
本
渡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
牛
深
市
二
浦
町
亀
浦
字
横
渡
二
一
七
七
の
一

二　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）

　
　

１　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

２　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

　
　
　

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

３　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊
本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び

に
牛
深
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
牛
深
市
牛
深
町
字
長
手
三
三
三
一
の
一
、
三
三
四
二
の
一
、
三
四
四

　

七
の
六

二　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）

　
　

１　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

２　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

　
　
　

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

３　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊
本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び

に
牛
深
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
姫
戸
町
大
字
姫
浦
字
里
四
七
三
七
、
四
七
三
八

二　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）

　
　

１　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
里
四
七
三
七
・
四
七
三
八
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　

２　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

３　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

　
　
　

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

４　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊

本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び
に
姫
戸
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
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よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
龍
ヶ
岳
町
大
字
大
道
字
下
寿
ヶ
嶽
三
三
六
二
の
一
、
三
三
六

　

二
の
三
、
三
三
六
四
、
三
三
六
五
、
三
三
六
六
の
一
、
三
三
六
九
の
一
、
三
三
七
一
の
一
、
三
三
七
三

　

の
一
、
三
三
七
三
の
三
、
三
三
七
四
か
ら
三
三
七
六
ま
で
、
三
三
七
七
の
一
、
三
三
七
七
の
三
、
三
三

　

七
八
の
一
、
三
三
七
八
の
三
、
三
三
八
〇
、
三
三
八
二
、
三
三
八
九
、
字
馬
転
四
〇
一
三

二　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）

　
　

１　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
下
寿
ヶ
嶽
三
三
六
二
の
一
・
三
三
六
四
・
三
三
六
五
・
三
三
六
六
の
一
・
三
三
六
九
の
一
・

　
　
　

三
三
七
一
の
一 
（
以
上
六
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
三
三
八
九

　
　

２　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

３　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

　
　
　

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

４　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊

本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び
に
龍
ヶ
岳
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
新
和
町
小
宮
地
字
上
久
保
一
〇
七
〇
七
の
三
、
一
〇
七
〇
九

　

の
五
か
ら
一
〇
七
〇
九
の
一
二
ま
で
、
字
上
二
本
木
一
〇
六
四
八
の
一
か
ら
一
〇
六
四
八
の
三
ま
で

二　

指
定
の
目
的　

落
石
の
危
険
の
防
止

三　

指
定
施
業
要
件

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）

　
　

１　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

２　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

　
　
　

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

３　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊
本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び

に
新
和
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
五
和
町
大
字
井
手
字
野
中
二
五
三
〇
の
一
、二
五
三
〇
の
二
、

　

二
五
三
一
の
一
、
二
五
三
二
か
ら
二
五
三
四
ま
で
、
二
五
四
二
、
字
里
二
五
五
四
、
二
五
五
五
、
二
五

　

六
二
、
二
五
六
三
、
二
五
六
七
の
一
、
二
五
七
〇
、
二
五
七
一

二　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）

　
　

１　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
里
二
五
五
五
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
五
六
三
、
二
五
七
〇
、
二
五
七
一

　
　
　
　

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　

２　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

３　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

　
　
　

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

４　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊

本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び
に
五
和
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。
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平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
苓
北
町
坂
瀬
川
字
越
路
一
五
四
三
の
一
、一
五
四
三
の
二
、

（一）

　
　

一
五
四
四
の
一
、
一
五
四
四
の
四
、
一
五
四
五
、
一
五
四
六
の
二
、
一
五
四
七
、
一
五
四
八
の
一
、

　
　

一
五
四
八
の
二

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

字
越
路
一
五
四
三
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
五
四
三
の
二
、
一
五
四
四

　
　
　
　

の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
五
四
四
の
四
、
一
五
四
五
、
一
五
四
六
の
二
、

　
　
　
　

一
五
四
七
、
一
五
四
八
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
五
四
八
の
二

　
　
　
　
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（2）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（3）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（4）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
苓
北
町
都
呂
々
字
光
り
神
一
九
四
四
の
一
（
次
の
図
に
示

（一）

　
　

す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
九
四
五
、
一
九
六
〇
、
字
甚
四
郎
林
一
九
七
五
、
一
九
七
六
の
一
（
次
の

　
　

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
九
七
六
の
二
、
一
九
七
七

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

字
光
り
神
一
九
四
四
の
一
、
一
九
四
五
・
一
九
六
〇
・
字
甚
四
郎
林
一
九
七
五
（
以
上
三
筆

　
　
　
　

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
九
七
六
の
一
、
一
九
七
六
の
二
・
一
九
七
七

　
　
　
　

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　
　
　
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（2）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（3）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（4）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊

本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び
に
苓
北
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
天
草
町
下
田
北
字
大
志
津
羅
五
六
の
二
か
ら
五
六
の
四
ま

（一）

　
　

で
、
五
六
の
六
、
六
六
の
六
、
六
六
の
一
一
、
七
五
の
二
、
八
三
の
一
、
字
砂
ノ
鳥
八
五
の
三
、
九

　
　

二
の
一
、
九
二
の
二
、
九
二
の
四
、
九
二
の
五
、
字
小
松
境
九
六
の
一
、
九
六
の
三
か
ら
九
六
の
九

　
　

ま
で
、
九
六
の
一
一
か
ら
九
六
の
一
三
ま
で

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（2）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（3）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
天
草
町
福
連
木
字
江
河
内
三
四
三
〇
の
一
、
三
四
三
一
の

（一）

　
　

一

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

字
江
河
内
三
四
三
〇
の
一
・
三
四
三
一
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

　
　
　
　

限
る
。
）

　
　
　
　
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（2）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（3）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（4）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊

本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び
に
天
草
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
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熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町
大
字
新
合
字
大
椎
三
〇
四
九
の
一
、三
〇
五
四
の
三
、

　

三
〇
五
四
の
七
、
字
普
現
山
三
〇
五
五
の
一
、
三
〇
五
九
、
字
榎
造
三
一
九
九
、
三
二
〇
三
、
三
二
〇

　

五
、
三
二
〇
六
の
一
、
三
二
〇
六
の
二
、
三
二
〇
七
、
三
二
一
〇
、
三
二
一
一
、
三
二
一
四
、
三
二
一

　

五
の
一
、
三
二
一
六
、
三
二
一
七
、
字
大
木
場
二
九
〇
六
の
一
、
二
九
〇
七
、
二
九
〇
八
、
二
九
〇
八

　

の
一
、
二
九
〇
九
、
二
九
一
三
、
二
九
一
四
、
二
九
一
五
の
一
、
二
九
一
七
の
一
、
二
九
一
八
、
二
九

　

二
〇
、
二
九
二
一
、
二
九
二
四
の
二
、
二
九
二
六
、
二
九
二
七
の
一
、
二
九
二
七
の
二
、
二
九
二
八
、

　

字
水
汲
川
二
九
三
二
の
一
、
二
九
五
六
の
二
、
字
碁
白
二
八
七
七
の
一
、
二
八
七
七
の
三
、
二
八
七
八
、

　

二
八
八
三
、
字
宇
附
平
三
〇
九
一
の
二
、
字
角
石
三
〇
九
二
、
三
〇
九
三
、
字
黒
光
三
一
二
〇
の
一
、

　

三
一
二
一
の
一
、
三
一
二
二
の
一
、
三
一
二
三
、
三
一
二
四
、
三
一
二
八

二　

指
定
の
目
的　

水
源
の
か
ん
養

三　

指
定
施
業
要
件

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）

　
　

１　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
大
椎
三
〇
四
九
の
一
、
三
〇
五
四
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
三
〇
五
四
の

　
　
　

七
、
字
普
現
山
三
〇
五
五
の
一
・
字
大
木
場
二
九
二
〇
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部

　
　
　

分
に
限
る
。
）
、
二
九
二
一
、
二
九
二
六
、
二
九
二
七
の
二
、
二
九
二
八
、
字
水
汲
川
二
九
三
二

　
　
　

の
一
・
字
碁
白
二
八
七
七
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
二
八

　
　
　

七
八
、
字
角
石
三
〇
九
二
・
三
〇
九
三
・
字
黒
光
三
一
二
一
の
一
・
三
一
二
二
の
一
（
以
上
四
筆

　
　
　

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　

２　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

３　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

　
　
　

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

４　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊

本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び
に
河
浦
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町
大
字
久
留
字
石
橋
二
五
七
八
の
一
、二
五
九
一
、　

（一）

　
　

二
六
〇
〇
の
一
、
二
六
〇
〇
の
二
、
二
六
一
〇

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

字
石
橋
二
六
〇
〇
の
一
、
二
六
〇
〇
の
二
、
二
六
一
〇

　
　
　
　
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（2）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（3）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（4）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町
大
字
宮
野
河
内
字
集
田
三
一
七
八
の
二

（一）

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

字
集
田
三
一
七
八
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　
　
　
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（2）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（3）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（4）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町
大
字
河
浦
字
妙
見
九
八
五
、
九
八
七
の
一
、
九
八

（一）

　
　

八
の
一
、
九
八
九
、
九
九
三

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）
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字
妙
見
九
八
七
の
一
・
九
八
八
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　
　
　
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（2）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（3）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（4）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町
大
字
河
浦
字
中
山
五
二
四
の
三
、
五
三
〇
、
五
三

（一）

　
　

二
、
字
大
平
四
一
七
一
の
一
、
四
一
七
八
の
一
、
四
一
七
八
の
二
、
四
一
八
〇
の
一
、
四
一
八
〇
の

　
　

二
、
四
一
八
一
の
一
、
四
一
八
一
の
二
、
四
一
八
二
、
四
一
八
六
、
四
一
八
八
の
一
、
四
一
八
八
の

　
　

二
、
四
一
九
一
、
四
一
九
三
、
四
一
九
九
、
四
二
〇
〇
、
四
二
〇
二
、
四
二
〇
三
の
一
、
四
二
〇
三

　
　

の
二
、
四
二
〇
四
の
一
、
四
二
一
四
の
一
、
四
二
一
五
の
一
、
四
二
一
五
の
三
、
四
二
一
八
、
四
二

　
　

三
二
の
一
、
四
二
三
二
の
二
、
四
二
三
三
、
四
二
三
八
、
四
二
四
〇
、
四
二
四
二
、
四
二
四
七
、
四

　
　

二
五
〇
の
一
、
四
二
五
〇
の
二

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

字
中
山
五
二
四
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　
　
　
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（2）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（3）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（4）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊

本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び
に
河
浦
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町
大
字
崎
津
字
向
江
山
一
三
二
〇

（一）

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（2）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（3）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二　
　

保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
河
浦
町
大
字
宮
野
河
内
字
上
原
一
一
九
、
一
二
一
の
三
、

（一）

　

一
三
八

　
　
　

指
定
の
目
的　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

（二）

　
　
　

指
定
施
業
要
件

（三）

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　
　
　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（1）

　
　
　
　
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（2）

　
　
　
　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（3）

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
熊
本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び

に
河
浦
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
四
号

　

熊
本
県
景
観
条
例
（
昭
和
六
十
二
年
熊
本
県
条
例
第
七
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
景
観
形
成
住
民
協
定
と
し
て
認
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

協
定
者
の
名
称

　
　

黒
川
温
泉
自
治
会

二　

協
定
の
名
称

　
　

南
小
国
町
黒
川
地
区　

街
づ
く
り
協
定

三　

協
定
の
対
象
区
域

　
　

南
小
国
町
満
願
寺
の
一
部

四　

協
定
締
結
年
月
日

　
　

平
成
十
四
年
二
月
十
二
日
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五　

協
定
の
有
効
期
限

　
　

協
定
締
結
日
か
ら
十
年
間

六　

知
事
の
認
定
し
た
年
月
日

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
五
日

熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号

　

昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
六
日
熊
本
県
告
示
第
八
百
九
十
九
号
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号

　

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
熊
本
県
が
管
理
す
る
港
湾
及
び
港
湾
区
域
を
次
の
と
お
り
定
め
、
平
成
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子
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港
湾
名

三
角
港

八
代
港

港　
　
　

湾　
　
　

区　
　
　

域

瀬
戸
の
鼻
か
ら
大
矢
野
島
三
角
燈
台
ま
で
引
い
た
線
、
同
島

塔
ヶ
崎
か
ら
千
束
島
六
四
郎
鼻
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か

ら
戸
馳
鼻
ま
で
引
い
た
線
、
戸
馳
橋
西
側
線
及
び
陸
岸
に
よ

り
囲
ま
れ
た
海
面
。
た
だ
し
、
漁
港
漁
場
整
備
法
に
基
づ
く

田
井
之
浦
漁
港
の
区
域
を
除
く
。

八
代
港
干
拓
北
堤
と
郡
築
堤
と
の
交
点
（
北
緯
三
二
度
三
二

分
二
四
・
二
一
〇
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
三
分
四
一
・
六
六

七
秒
）
か
ら
北
に
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
郡
築
堤
防
上
の
標
柱

（
北
緯
三
二
度
三
二
分
三
二
・
二
一
〇
秒
、
東
経
一
三
〇
度

三
三
分
五
二
・
六
六
五
秒
）
、
同
標
柱
か
ら
二
九
八
度
二
〇

分
三
四
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
同
地
点
か
ら
二
〇
八
度
一

二
五
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
同
地
点
か
ら
一
一
八
度
五
〇

分
二
七
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
同
地
点
か
ら
三
三
度
四
〇

分
八
八
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
同
地
点
か
ら
中
北
町
西
北

端
の
標
柱
（
北
緯
三
二
度
二
九
分
五
八
・
二
二
一
秒
、
東
経

国
土
交
通
大
臣
認
可
年
月
日

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
八
日

平
成
四
年
四
月
二
十
四
日

熊
本
港

水
俣
港

百
貫
港

一
三
〇
度
三
四
分
三
一
・
六
六
四
秒
）
を
順
次
結
ん
だ
線
及

び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
前
川
新
前
川
橋
下
流

の
河
川
水
面

熊
本
市
飽
田
町
乙
畠
口
地
先
海
岸
堤
防
南
端
（
北
緯
三
二
度

四
四
分
四
二
・
一
五
二
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
六
分
一
七
・

六
二
〇
秒
）
か
ら
三
五
六
度
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で

引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
二
六
五
度
三
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
二
八
四
度
一
〇
分
三
四

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
三
五

四
度
一
五
分
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、

同
地
点
か
ら
六
九
度
〇
五
分
三
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま

で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
八
五
度
一
〇
分
三
〇
五
〇
メ
ー

ト
ル
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
。
た

だ
し
、
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十

七
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
沖
新
漁
港
及
び
四
番
漁
港
の
区

域
を
除
く
。

水
俣
港
小
路
島
燈
台
（
北
緯
三
二
度
一
一
分
四
八
・
三
一
九 

秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
一
分
三
九
・
七
八
〇
秒
）
か
ら
四
五

度
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
二
三
度
三
四
〇
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
四
六
度
一
、
三
七
八
メ

ー
ト
ル
の
地
点
に
引
い
た
線
、
同
地
地
点
か
ら
五
八
度
三
〇

六
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
引
い
た
線
、
水
俣
港
小
路
島
燈
台
か

ら
一
三
七
度
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
二
六
一
度
四
二

二
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
一
八
〇
度

二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
一
二

八
度
一
、
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
引
い
た
線
、
同
地
点

か
ら
一
〇
五
度
四
六
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
引
い
た
線
、
同

地
点
か
ら
二
二
度
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
引
い
た
線
及

び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面

権 
現
山
三
角
点
（
二
七
三
・
二
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
二
五
三

度
二
三
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
二
八
五
度
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
三
〇
四
度
二
八

六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
〇
度

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
五

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
四

日昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日

昭
和
五
十
五
年
二
月
十
二
日
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本
渡
港

大
門
港

〇
度
に
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に

同
三
角
点
か
ら
一
八
〇
度
に
引
い
た
線
以
西
の
坪
井
川
水
面

広
瀬
三
角
点
（
九
三
メ
ー
ト
ル
）
（
北
緯
三
二
度
二
八
分
三

六
・
二
〇
八
秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
一
分
五
九
・
七
九
一

秒
）
か
ら
一
二
三
度
五
〇
分
九
五
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら

一
五
〇
度
に
引
い
た
線
、
次
の
各
地
点
を
順
次
直
線
で
結
ん

だ
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
南
川
協
和

橋
、
町
山
口
川
港
大
橋
、
小
松
原
川
市
安
橋
、
広
瀬
川
大
矢

橋
各
下
流
の
河
川
水
面

　

一　

高
松
山
三
角
点
（
北
緯
三
二
度
二
六
分
五
五
・
二
一

　
　

八
秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
二
分
三
七
・
七
九
二
秒
）
か

　
　

ら
二
九
七
度
五
五
分
四
六
秒
六
一
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

（
以
下
「
イ
地
点
」
と
い
う
。
）
か
ら
二
三
二
度
四
〇

　
　

分
四
六
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

二　

イ
地
点
か
ら
二
〇
二
度
一
五
分
四
二
二
メ
ー
ト
ル
の

　
　

地
点

　

三　

イ
地
点
か
ら
一
九
八
度
一
五
分
三
七
〇
メ
ー
ト
ル
の

　
　

地
点

　

四　

イ
地
点
か
ら
二
〇
一
度
四
五
分
三
二
五
メ
ー
ト
ル
の

　
　

地
点

　

五　

イ
地
点
か
ら
三
四
九
度
四
五
分
五
二
九
メ
ー
ト
ル
の

　
　

地
点

　

六　

イ
地
点
か
ら
二
度
四
五
分
五
八
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

七　

イ
地
点
か
ら
六
度
二
〇
分
六
〇
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

八　

イ
地
点
か
ら
六
八
度
四
〇
分
四
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地

　
　

点

本
渡
市
方
原
川
左
岸
端
か
ら
七
二
度
に
引
い
た
線
、
本
渡
市

下
浦
町
字
船
場
と
字
葮
の
口
と
の
字
界
標
柱
（
北
緯
三
二
度

二
五
分
四
九
・
二
二
四
秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
二
分
四
四
・

七
九
五
秒
、
以
下
字
界
標
柱
と
い
う
。
）
か
ら
二
七
〇
度
に

引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
。
た
だ
し
、
次

の
各
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び　

に
掲
げ
る
地
点
と　

に

（1）

（11）

掲
げ
る
地
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
を
除

く
。

昭
和
六
十
三
年
二
月
十
日

昭
和
四
十
九
年
七
月
十
三
日

大
浦
港

鬼
池
港

富
岡
港

姫
戸
港

　
　
　

字
界
標
柱
か
ら
二
七
〇
度
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

（1）

　
　
　

字
界
標
柱
か
ら
二
一
九
度
四
五
分
一
七
三
メ
ー
ト
ル

（2）

　
　

の
地
点

　
　
　

字
界
標
柱
か
ら
一
四
八
度
一
五
分
五
六
〇
メ
ー
ト
ル

（3）

　
　

の
地
点　

　
　
　

本
渡
市
下
浦
町
字
下
尾
戸
護
岸
（
北
緯
三
二
度
二
五

（4）

　
　

分
二
二
・
二
二
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
四
分
四
九
・

　
　

七
三
五
秒
、
以
下
下
尾
戸
護
岸
と
い
う
。
）
か
ら
三
三

　
　

九
度
二
二
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

下
尾
戸
護
岸
か
ら
一
七
八
度
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地

（5）

　
　

点

　
　
　

下
尾
戸
護
岸
か
ら
一
八
二
度
四
五
分
七
〇
六
メ
ー
ト

（6）

　
　

ル
の
地
点　

　
　
　

下
尾
戸
護
岸
か
ら
三
一
五
度
一
五
分
一
七
二
メ
ー
ト

（7）

　
　

ル
の
地
点　

　
　
　

下
尾
戸
護
岸
か
ら
三
一
九
度
一
五
分
二
七
五
メ
ー
ト

（8）

　
　

ル
の
地
点　

　
　
　

字
界
標
柱
か
ら
一
五
二
度
四
五
分
五
八
七
メ
ー
ト
ル

（9）

　
　

の
地
点

　
　
　

字
界
標
柱
か
ら
二
二
八
度
三
〇
分
二
二
六
メ
ー
ト
ル

（10）

　
　

の
地
点　

　
　
　

字
界
標
柱
か
ら
二
七
〇
度
二
四
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

（11）
有
明
町
大
字
大
浦
三
角
点
（
四
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
竹

島
北
端
に
引
い
た
線
、
同
点
か
ら
龍
崎
に
引
い
た
線
及
び
陸

岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
岸
。

鬼
池
港
防
波
堤
燈
台
（
北
緯
三
二
度
三
二
分
四
七
・
一
八
五

秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
一
分
二
四
・
七
八
三
秒
）
中
心
か
ら

三
一
八
度
三
〇
分
六
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
中
心
と
し
て
八

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
半
径
を
有
す
る
円
内
の
海
面
。

巴
崎
の
（
地
点
の
）
三
四
度
五
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら

志
岐
、
富
岡
境
界
海
岸
に
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま

れ
た
海
面
。

姫
戸
町
姫
浦
小
島
鼻
か
ら
小
島
（
二
六
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て

雨
竜
岬
に
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
三
十
日

昭
和
二
十
八
年
九
月
三
十
日

昭
和
二
十
八
年
九
月
三
十
日

昭
和
二
十
八
年
九
月
三
十
日



熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号

　

昭
和
三
十
九
年
六
月
二
十
三
日
熊
本
県
告
示
第
四
百
二
号
（
港
湾
隣
接
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
四
九
分
四
三
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
五
分
〇
〇
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
四
九
分
五
五
・

一
二
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
四
分
五
一
・
六
二
五
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号

　

昭
和
三
十
九
年
六
月
二
十
九
日
田
浦
町
告
示
第
四
十
七
号
（
田
浦
港
港
湾
隣
接
地
域
の
指
定
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
二
一
分
二
八
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
五
〇
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
二
一
分
四
〇
・

二
六
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
四
一
・
七
一
〇
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号

　

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
熊
本
県
告
示
第
六
百
三
十
一
号
（
港
湾
隣
接
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
二
二
分
二
四
秒
、
東
経
一
二
九
度
五
九
分
三
四
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
二
二
分
三
六
・

二
二
五
秒
、
東
経
一
二
九
度
五
九
分
二
五
・
八
五
二
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
号

　

昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
熊
本
県
告
示
第
六
百
三
十
二
号
（
港
湾
隣
接
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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合
津
港

佐
敷
港

長
洲
港

河
内
港

高
浜
港

牛
深
港

田
浦
港

松
島
町
大
字
合
津
北
福
戸
北
端
か
ら
同
町
前
島
西
端
に
引
い

た
線
、
阿
村
き
ぶ
く
北
西
鼻
か
ら
二
七
〇
度
に
引
い
た
線
及

び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
。

鶴
木
山
西
端
か
ら
唐
船
岩
を
経
て
大
崎
北
端
ま
で
引
い
た
線

及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
湯
浦
川
右
岸
の
芦

北
町
大
字
女
島
と
芦
北
町
大
字
芦
北
の
大
字
界
か
ら
二
七
〇

度
に
引
い
た
線
か
ら
下
流
の
湯
浦
川
の
河
川
水
面
及
び
佐
敷

川
最
下
流
鉄
道
橋
下
流
の
河
川
水
面
。
た
だ
し
、
漁
港
漁
場

整
備
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
牛
水
漁
港
の
区
域
を
除
く
。

荒
尾
市
と
長
洲
町
と
の
境
界
標
柱
（
北
緯
三
二
度
五
六
分
三

二
・
〇
八
六
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
六
分
一
四
・
六
五
二

秒
）
か
ら
二
二
〇
度
四
五
分
一
六
二
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま

で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
一
五
二
度
五
〇
分
一
七
九
〇
メ

ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
一
二
九
度
三

〇
分
二
四
一
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点

か
ら
一
五
度
一
五
五
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、

同
地
点
か
ら
三
度
菜
切
川
水
門
橋
右
岸
橋
台
ま
で
引
い
た
線

及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
。

河
内
山
三
角
点
（
三
六
三
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
二
六
八
度
三
〇

分
二
七
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
二
四
七
度
一
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
五
度
に
引
い

た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
。

高
浜
江
尻
鼻
か
ら
小
崎
鼻
に
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲

ま
れ
た
海
面
並
び
に
高
浜
川
白
鶴
橋
下
流
の
河
川
水
面
。

牛
深
市
牛
深
町
遠
見
山
三
角
点
（
二
一
七
・
二
メ
ー
ト
ル
）
、

同
市
久
玉
町
勝
崎
南
端
及
び
同
市
牛
深
町
下
須
島
黒
崎
北
端

を
順
次
結
ん
だ
線
、
同
市
牛
深
町
ボ
ラ
山
三
角
点
（
七
六
メ

ー
ト
ル
）
か
ら
一
四
七
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
と
同
地

点
か
ら
〇
度
一
七
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
と
を
結
ん
だ
線
及
び

水
際
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
。

芦
北
郡
田
浦
町
入
御
鼻
北
端
殿
島
三
角
点
（
二
三
・
五
メ
ー

ト
ル
）
及
び
同
町
只
崎
突
端
を
順
次
結
ん
だ
線
と
陸
岸
に
よ

り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
小
田
浦
川
東
海
橋
下
流
の
河
川

水
面
。
た
だ
し
、
漁
港
漁
場
整
備
法
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ

昭
和
二
十
八
年
九
月
三
十
日

昭
和
二
十
八
年
九
月
三
十
日

昭
和
四
十
六
年 
六
月
五
日

昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一

日昭
和
二
十
八
年
九
月
三
十
日

昭
和
四
十
年
十
月
二
十
二
日

昭
和
四
十
一
年
三
月
一
日

れ
た
田
浦
漁
港
の
区
域
を
除
く
。



　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
二
四
分
四
九
秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
三
分
〇
六
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
二
五
分
一
・
二

二
八
秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
二
分
五
七
・
七
九
六
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号

　

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
十
五
日
熊
本
県
告
示
第
八
百
六
号
（
港
湾
隣
接
地
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
六
分
一
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
三
六
・
九
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
六
分
二

九
・
一
八
四
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
二
八
・
五
九
二
秒
」
に
「
北
緯
三
二
度
三
五
分
五
九
秒
、
東
経

一
三
〇
度
二
八
分
五
二
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
六
分
一
一
・
一
八
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
八
分
四

三
・
六
八
六
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号

　

昭
和
六
十
一
年
九
月
六
日
熊
本
県
告
示
第
六
百
六
十
七
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
一
八
分
五
三
秒
九
六
六
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
〇
一
秒
七
七
二
」
を
「
北
緯
三
二
度

一
九
分
六
・
二
四
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
八
分
五
三
・
四
九
一
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号

　

昭
和
六
十
二
年
二
月
三
日
熊
本
県
告
示
第
百
三
号
（
公
有
水
面
埋
立
承
認
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
一
分
〇
九
・
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
二
分
〇
六
・
一
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
一

分
二
一
・
七
一
二
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
一
分
五
七
・
七
八
二
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号

　

昭
和
六
十
三
年
四
月
五
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
一
七
分
五
〇
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
二
五
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
一
八
分
二
・
二

八
二
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
一
六
・
七
三
〇
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
五
号

　

平
成
二
年
十
一
月
二
日
熊
本
県
告
示
第
七
百
四
十
八
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
四
九
分
四
三
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
五
分
〇
〇
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
四
九
分
五
五
・

一
二
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
四
分
五
一
・
六
二
五
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
六
号

　

平
成
三
年
二
月
八
日
熊
本
県
告
示
第
百
三
十
号
（
公
有
水
面
埋
立
承
認
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
、

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
一
分
九
・
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
二
分
六
・
一
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
一
分
二

一
・
七
一
二
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
一
分
五
七
・
七
八
二
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
七
号

　

平
成
三
年
八
月
七
日
熊
本
県
告
示
第
五
百
九
十
五
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
二
分
三
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
一
分
三
三
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
二
分
四
七
・

一
八
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
一
分
二
四
・
七
八
三
秒
」
に
改
め
る
。
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熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
八
号

　

平
成
四
年
三
月
三
十
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
四
五
分
二
七
・
二
七
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
七
分
二
・
七
一
一
秒
」
を
「
北
緯
三
二

度
四
五
分
三
九
・
四
二
三
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
六
分
五
四
・
三
二
七
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号

　

平
成
四
年
三
月
三
十
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号
（
公
有
水
面
埋
立
承
認
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
四
五
分
二
七
・
二
七
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
七
分
二
・
七
一
一
秒
」
を
「
北
緯
三
二

度
四
五
分
三
九
・
四
二
三
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
六
分
五
四
・
三
二
七
秒
」
に
「
北
緯
三
二
度
四
五
分
四

八
・
四
九
六
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
六
分
六
・
四
一
九
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
四
六
分
〇
･
六
四
一
秒
、

東
経
一
三
〇
度
三
五
分
五
八
・
〇
三
八
秒
」
に
改
め
る
。
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
号

　

平
成
四
年
十
一
月
四
日
熊
本
県
告
示
第
八
百
二
十
一
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
一
七
分
五
〇
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
二
五
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
一
八
分
二
・
二

八
二
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
一
六
・
七
三
〇
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

　

平
成
四
年
十
二
月
二
十
五
日
熊
本
県
告
示
第
九
百
六
十
六
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
二
一
分
四
七
・
四
九
八
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
四
三
・
一
〇
八
秒
」
を
「
北
緯
三

二
度
二
一
分
五
九
・
七
六
〇
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
三
四
・
八
一
七
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号

　

平
成
五
年
十
月
十
三
日
熊
本
県
告
示
第
八
百
二
十
二
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
二
九
分
〇
八
・
二
三
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
〇
分
〇
五
・
六
八
二
秒
」
を
「
北
緯
三

二
度
二
九
分
二
〇
・
四
五
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
五
七
・
三
七
九
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

　

平
成
五
年
十
二
月
八
日
熊
本
県
告
示
第
千
九
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
、

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
一
分
〇
九
・
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
二
分
〇
六
・
一
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
一

分
二
一
・
七
一
二
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
一
分
五
七
・
七
八
二
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号

　

平
成
六
年
十
二
月
十
九
日
熊
本
県
告
示
第
千
二
十
一
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
五
分
五
九
秒
七
六
、
東
経
一
三
〇
度
二
八
分
五
二
秒
九
六
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
六

分
一
一
・
九
四
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
八
分
四
四
・
六
四
六
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号

　

平
成
七
年
十
月
九
日
熊
本
県
告
示
第
七
百
七
十
四
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
六
分
三
一
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
四
三
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
六
分
四
三
・

一
八
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
三
四
・
六
七
八
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
六
号

　

平
成
九
年
十
月
三
日
熊
本
県
告
示
第
六
百
九
十
一
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
一
分
〇
九
・
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
二
分
〇
六
・
一
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
一

分
二
一
・
七
一
二
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
一
分
五
七
・
七
八
二
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
七
号

　

平
成
十
年
四
月
六
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
二
六
分
〇
六
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
四
分
五
八
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
二
六
分
一
八
・

二
三
三
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
四
分
四
九
・
七
三
三
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

　

平
成
十
年
八
月
十
四
日
熊
本
県
告
示
第
五
百
十
九
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
六
分
三
一
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
四
三
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
六
分
四
三
・

一
八
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
三
四
・
六
七
八
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号

　

平
成
十
一
年
一
月
十
三
日
熊
本
県
告
示
第
二
十
四
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
二
八
分
四
五
秒
四
二
、
東
経
一
三
〇
度
三
四
分
三
〇
秒
四
三
」
を
「
北
緯
三
二
度
二
八

分
五
七
・
六
四
五
秒
、
東
経
一
三
〇
度
三
四
分
二
二
・
〇
九
五
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
号

　

平
成
十
一
年
三
月
五
日
熊
本
県
告
示
第
百
五
十
一
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
六
分
三
一
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
四
三
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
六
分
四
三
・

一
八
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
三
四
・
六
七
八
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号

　

平
成
十
一
年
三
月
五
日
熊
本
県
告
示
第
百
五
十
二
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
六
分
三
一
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
四
三
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
六
分
四
三
・

一
八
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
九
分
三
四
・
六
七
八
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号

　

平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
一
一
分
三
〇
・
〇
秒
、
東
経
一
三
〇
度
〇
一
分
五
〇
・
六
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
一
一

分
四
二
・
二
九
〇
秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
分
四
二
・
四
六
五
秒
」
に
改
め
る
。
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熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号

　

平
成
十
一
年
六
月
七
日
熊
本
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
一
七
分
五
〇
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
二
五
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
一
八
分
二
・
二

八
二
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
一
六
・
七
三
〇
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
四
号

　

平
成
十
二
年
一
月
十
四
日
熊
本
県
告
示
第
三
十
一
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
二
七
分
二
二
秒
三
六
二
、
東
経
一
三
〇
度
一
二
分
二
秒
六
一
一
」
を
「
北
緯
三
二
度
二

七
分
三
四
・
五
七
六
秒
、
東
経
一
三
〇
度
一
一
分
五
四
・
四
〇
五
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号

　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
熊
本
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
五
五
分
四
二
秒
六
八
〇
、
東
経
一
三
〇
度
二
六
分
五
二
秒
八
一
六
」
を
「
北
緯
三
二
度

五
五
分
五
四
・
七
七
〇
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
六
分
四
四
・
四
六
六
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
六
号

　

平
成
十
二
年
四
月
十
二
日
熊
本
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
五
分
五
九
秒
七
六
、
東
経
一
三
〇
度
二
八
分
五
二
秒
九
六
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
六

分
一
一
・
九
四
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
八
分
四
四
・
六
四
六
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号

　

平
成
十
二
年
六
月
九
日
熊
本
県
告
示
第
五
百
二
十
八
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
二
六
分
〇
六
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
四
分
五
八
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
二
六
分
一
八
・

二
三
三
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
四
分
四
九
・
七
三
三
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号

　

平
成
十
四
年
一
月
二
十
一
日
熊
本
県
告
示
第
三
十
九
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
三
六
分
一
七
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
三
六
・
九
秒
」
を
「
北
緯
三
二
度
三
六
分
二

九
・
一
八
四
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
七
分
二
八
・
五
九
二
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号

　

平
成
十
四
年
一
月
二
十
八
日
熊
本
県
告
示
第
六
十
二
号
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

「
北
緯
三
二
度
一
一
分
四
〇
・
〇
四
二
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
三
分
五
七
・
〇
六
九
秒
」
を
「
北
緯
三

二
度
一
一
分
五
二
・
三
六
三
秒
、
東
経
一
三
〇
度
二
三
分
四
八
・
八
三
六
秒
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
三
百
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
宇
土
市
が

実
施
す
る
地
籍
調
査
を
国
土
調
査
と
し
て
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
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平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
告
示
第
三
百
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

施
行
者
の
名
称　

熊
本
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

平
成
四
年
熊
本
県
告
示
第
九
百
五
十
号
熊
本
都
市
計
画
道
路
事

　

業
三
・
三
・
四
十
号
新
土
河
原
出
水
線

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
四
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地　

収
用
の
部
分　

変
更
な
し

熊
本
県
告
示
第
三
百
二
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

施
行
者
の
名
称　

熊
本
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

平
成
五
年
熊
本
県
告
示
第
二
百
十
八
号
熊
本
都
市
計
画
道
路
事

　

業
三
・
三
・
八
号
二
本
木
小
磧
線

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
五
年
三
月
十
二
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地　

収
用
の
部
分　

変
更
な
し

熊
本
県
告
示
第
三
百
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

施
行
者
の
名
称　

熊
本
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

昭
和
六
十
一
年
熊
本
県
告
示
第
八
十
五
号
熊
本
都
市
計
画
道
路

　

事
業
三
・
三
・
十
一
号
船
場
神
水
線

三　

事
業
施
行
期
間　

昭
和
六
十
一
年
二
月
四
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地　

収
用
の
部
分　

変
更
な
し

熊
本
県
告
示
第
三
百
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

施
行
者
の
名
称　

熊
本
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

昭
和
三
十
七
年
建
設
省
告
示
第
三
千
七
十
四
号
熊
本
都
市
計
画

　

公
園
事
業
第
二
・
二
・
三
十
一
号
秋
田
公
園

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
九
年
八
月
十
四
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地　

収
用
の
部
分　

変
更
な
し

　
　
　
　
　
　

使
用
の
部
分　

変
更
な
し

熊
本
県
告
示
第
三
百
五
号

　

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
一
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
第
九
次
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
を
樹
立
し
た
の
で
告
示
し
、
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
熊
本
県
環
境
生

活
部
自
然
保
護
課
及
び
各
地
域
振
興
局
林
務
（
森
林
保
全
）
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子
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調
査
を
行
う

者
の
名
称　

宇
土
市

調　
　

査　
　

地　
　

域　
　

名

浦
田
町
、
北
段
原
町
、
栄
町
、
新
町
、
南
段
原
町
、
旭

町
、
入
地
町
、
新
松
原
町
、
水
町
、
三
拾
町
、
松
原
町

及
び
馬
之
瀬
町
の
各
一
部
並
び
に
走
潟
町
、
神
合
町
及

び
椿
原
町
の
全
部

調　
　

査　
　

期　
　

間

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一

日
ま
で



熊
本
県
告
示
第
三
百
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
六
十
日
間
、
熊
本
県
土
木
部
道
路
維
持
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
区
域
変
更
す
る
区
間
等

二　

区
域
変
更
す
る
期
日　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

熊
本
県
告
示
第
三
百
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
六
十
日
間
、
熊
本
県
土
木
部
道
路
維
持
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
供
用
開
始
す
る
区
間
等

二　

供
用
開
始
す
る
期
日　

平
成
十
四
年
三
月
三
十
日

熊
本
県
告
示
第
三
百
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
六
十
日
間
、
熊
本
県
土
木
部
道
路
維
持
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
供
用
開
始
す
る
区
間
等

二　

供
用
開
始
す
る
期
日　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
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道
路の種

類
主
要

地
方

道　

路

線

名

錦

湯

前

線

区

域

変

更

す

る

区

間

球
磨
郡
錦
町
大
字
一
武
字
忠
ヶ
原

　
　
　
　
　
　

二
一
〇
二
番
一
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　
　

二
一
〇
二
番
二
地
先
ま
で

前　後前後

幅　
　

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

五
・
五

　
　

〜

　
　

六
・
四

　

五
・
五

〜　

六
・
四

　

八
・
〇

〜　

八
・
〇

延　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

八
〇
・
〇

八
〇
・
〇

六
九
・
七

備　

考

二
十
四

条
工
事

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
八
八
号

供

用

開

始

す

る

区

間

球
磨
郡
湯
前
町
字
塩
利

　
　
　
　
　

五
一
三
一
番
八
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　

五
一
二
一
番
一
地
先
ま
で

延　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

八
四
〇
・
〇

備　
　

考

特
改
一
種

道
路
の
種
類

主
要
地
方
道

〃

一
般
県
道

路

線

名

宮

原

五

木

線

小

川

泉

線

中

津

道

八

代

線

供

用

開

始

す

る

区

間

八
代
郡
東
陽
村
大
字
河
俣
字
黒
原

　
　
　
　
　

三
八
七
八
番　

地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　

三
八
八
三
番
一
地
先
ま
で

八
代
郡
泉
村
大
字
柿
迫
字
川
間

　
　
　
　
　

五
一
七
〇
番
一
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　

五
一
七
九
番
一
地
先
ま
で

八
代
市
古
麓
町
字
堤
下

　
　
　
　
　
　

三
六
二
番
二
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　
　

三
六
四
番
一
地
先
ま
で

延　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

四
六
・
五

一
二
二
・
〇

二
五
・
二

備　
　

考

緊

道

整

（
防
災
）

単

交

安

〃



熊
本
県
告
示
第
三
百
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
六
十
日
間
、
熊
本
県
土
木
部
道
路
維
持
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
供
用
開
始
す
る
区
間
等

二　

供
用
開
始
す
る
期
日　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

熊
本
県
告
示
第
三
百
十
号

　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
熊
本
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号
の
四
十
四
号
（
熊
本
県
ダ
ム
生
活
再
建
相

談
所
の
設
置
）に
よ
り
設
置
の
告
示
を
行
っ
た
熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局
竜
門
ダ
ム
生
活
再
建
相
談
所
は
、

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
告
示
第
三
百
十
一
号

　

昭
和
三
十
九
年
十
月
二
十
四
日
熊
本
県
告
示
第
六
百
九
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成

十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

本
文
中
「
企
画
開
発
部
土
地
資
源
対
策
課
内
」
を
「
企
画
振
興
部
土
地
資
源
対
策
課
内
」
に
改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
三
百
十
二
号

　

熊
本
県
収
納
代
理
金
融
機
関
事
務
取
扱
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
要
領
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　
　
　

熊
本
県
収
納
代
理
金
融
機
関
事
務
取
扱
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
要
領

　

熊
本
県
収
納
代
理
金
融
機
関
事
務
取
扱
要
領
（
昭
和
六
十
年
熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号
の
十
一
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
肥
後
銀
行
本
店
の
項
中
「
第
一
勧
業
銀
行
熊
本
支
店
」
及
び
「
富
士
銀
行
熊
本
支
店
」
を
削

る
。

　

別
表
第
二
肥
後
銀
行
本
店
の
項
中

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　

附　

則

　
　

こ
の
要
領
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
告
示
第
三
百
十
三
号

　

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号
の
五
（
収
納
代
理
金
融
機
関
の
名
称
及

び
位
置
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子
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道
路
の
種
類

主
要
地
方
道

〃

路

線

名

本

渡

五

和

線

〃

供

用

開

始

す

る

区

間

本
渡
市
本
町
大
字
下
河
内
字
後
ノ
迫

　
　
　
　
　

一
六
八
五
番
一
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　
　
　
　

字
草
積

　
　
　
　
　

一
七
〇
一
番
三
地
先
ま
で

天
草
郡
五
和
町
大
字
上
野
原
字
柏
ノ
木 

　
　
　
　
　
　

六
六
四
番
二
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　
　

六
七
一
番
二
地
先
ま
で

延　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
〇
・
〇

六
一
・
〇

備　
　

考

単

道

改

〃

南
日
本
銀
行
熊
本
支
店

南
日
本
銀
行
熊
本
支
店

南
日
本
銀
行
河
原
町
支
店

南
日
本
銀
行
熊
本
市
場
支
店

を

み
ず
ほ
銀
行
熊
本
支
店

南
日
本
銀
行
熊
本
支
店

み
ず
ほ
銀
行
熊
本
支
店

み
ず
ほ
銀
行
熊
本
中
央
支
店

南
日
本
銀
行
熊
本
支
店

南
日
本
銀
行
河
原
町
支
店

南
日
本
銀
行
熊
本
市
場
支
店

に
改
め
る
。



　

収
納
代
理
金
融
機
関
の
名
称
及
び
位
置
の
表
中

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
、

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

熊
本
県
告
示
第
三
百
十
四
号

　

昭
和
四
十
九
年
二
月
二
十
八
日
熊
本
県
告
示
第
百
六
十
七
号
（
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
規
制
地
域
の
指

定
及
び
規
制
基
準
の
設
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

一
の
２
中
規
制
地
域
中
「
熊
本
市
、
」
を
削
る
。

熊
本
県
告
示
第
三
百
十
五
号

　

振
動
規
制
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民
の
生
活

環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

な
お
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
三
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号
は
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

指
定
地
域

　

平
成
十
四
年
四
月
一
日
に
お
け
る
八
代
市
、
人
吉
市
、
水
俣
市
、
玉
名
市
、
山
鹿
市
、
本
渡
市
、
牛
深

市
、
菊
池
市
及
び
宇
土
市
の
区
域
の
う
ち
、
別
添
図
面
に
着
色
し
た
部
分
の
区
域
。

　

た
だ
し
、
別
添
図
面
は
省
略
し
、
熊
本
県
庁
及
び
関
係
市
役
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

熊
本
県
告
示
第
三
百
十
六
号

　

振
動
規
制
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民
の
生
活

環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

な
お
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
二
十
四
日
熊
本
県
告
示
第
六
百
七
十
一
号
は
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

指
定
地
域

　

平
成
十
四
年
四
月
一
日
に
お
け
る
富
合
町
、
植
木
町
、
大
津
町
、
菊
陽
町
、
合
志
町
、
西
合
志
町
、
嘉

島
町
、
益
城
町
及
び
鏡
町
の
区
域
の
う
ち
、
別
添
図
面
に
着
色
し
た
部
分
の
区
域
。

　

た
だ
し
、
別
添
図
面
は
省
略
し
、
熊
本
県
庁
及
び
関
係
町
役
場
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

熊
本
県
告
示
第
三
百
十
七
号

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
事
業
報
告
書
等
、
役
員
名
簿
等
又
は
定
款
等
の
閲
覧
に
関
す
る
要
項
の
一
部

を
改
正
す
る
要
項
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
事
業
報
告
書
等
、
役
員
名
簿
等
又
は
定
款
等
の
閲
覧
に
関
す
る
要
項
の

　
　
　

一
部
を
改
正
す
る
要
項

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
事
業
報
告
書
等
、
役
員
名
簿
等
又
は
定
款
等
の
閲
覧
に
関
す
る
要
項
（
平
成

十
年
熊
本
県
告
示
第
七
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
「
熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
総
室
」
を
「
熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
総
室
（
以
下

「
総
室
」
と
い
う
。
）
及
び
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
（
以
下
「
交
流
館
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
中
「
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
」
を
「
総
室
に
お
い
て
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
と
し
、
交
流
館
に
お
い
て
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
中
「
閲
覧
の
日
は
」
の
前
に
「
総
室
に
お
け
る
」
を
加
え
、
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

交
流
館
に
お
け
る
閲
覧
の
日
は
、
次
に
掲
げ
る
日
を
除
い
た
日
と
す
る
。

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
熊
本
県
規
則
第
五
号
）
第
三
条
に
基
づ
く
休
館

日
　
　

附　

則

　

こ
の
要
項
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成14年 3月29日　金曜 熊 本 県 公 報 第 1  0  8  1  8号27

球
磨
地
域　

農
業
協
同
組
合

中

球

磨　

農
業
協
同
組
合

球
磨
郡
錦
町
大
字
一
武
二
六
五
七
番
地
の
四

球
磨
郡
上
村
大
字
上
一
一
二
三
番
地

球
磨
地
域　

農
業
協
同
組
合

球
磨
郡
錦
町
大
字
一
武
二
六
五
七
番
地
の
四

第
一
勧
業
銀
行　

熊
本
支
店

富

士

銀

行　

熊
本
支
店

熊
本
市
花
畑
町
三
丁
目
八
番

熊
本
市
手
取
本
町
六
番
一
号

み
ず
ほ
銀
行　

熊
本
中
央
支
店

み
ず
ほ
銀
行　

熊

本

支

店

熊
本
市
花
畑
町
三
番
八
号

熊
本
市
手
取
本
町
六
番
一
号


